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薬学部学生向け Web 演習システムご利用の注意事項 

（ご利用前にお読み下さい） 

 

1. 概要 

本演習システムは、ドリル演習・テスト演習や先生より指定された課題演習をご自宅などの PC より、 イ

ンターネット経由で演習を行うシステムとなります。 

 

 

2. 動作確認 

動作環境は、下記の条件により実施可能となります。 

・Edge 最新版（Windows） 

・Google Chrome 最新版（Windows / macOS / Android / iOS） 

・Firefox 最新版（Windows / macOS） 

・Safari 最新版（MacOS / iOS） 

 

スマートフォン推奨 OS 

・Android 7.0 以降 

・iOS 11 以降 

(利用ブラウザは Safari / Google Chrome) 

 

本操作マニュアルに掲載されている記載内容は、予告なく変更になる場合がございますので、あらかじ

めご了承ください。 

 

 

3. ご利用方法 

ご利用の ブラウザ により、下記の URL に接続して下さい。  

  

https://el.yakuzemi.net/ 

 

 

2025.6 v1.34 
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4. 操作方法 

Web 問題集の各種操作方法について以下に説明します。 

 

4.1. ログイン画面 

Web 問題集を利用するためのログイン画面です。 

 

4.1.1. ログイン 

配布された「受験生 ID」と「パスワード」を入力してログインしてください。 

ログインが正常に行われると、メニュー画面が表示されます。 

 

4.1.2. 新着インフォメーションの確認 

各種お知らせ情報が一覧表示されます。 

 

4.1.3. パスワードを忘れた場合 

パスワードを忘れてしまった場合は「パスワードを忘れた方」をクリックしてください。 

 

4.1.4. 利用規約の確認 

Web 問題集の「利用規約」を確認することができます。 

 

4.1.5. プライバシーポリシー 

Web 問題集の「プライバシーポリシー」を確認することができます。 
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4.2. 利用規約画面 

初めて利用する場合は、利用規約画面と登録情報変更画面が表示されます。 

 

内容をよく読み、同意ください。同意する場合は、同意するボタンをクリックしてください。 
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4.3. 登録情報変更画面 

初めてのログインの場合下記の画面が表示されます。メールアドレス登録の手続きが完了した場合はこ

の画面は表示されません。 

ここでは初期パスワードを任意のパスワードに変更する機能と、大学の先生が演習をアップロードされ

た際の連絡用メールを受け取るメールアドレスの登録を行います。 

登録するメールアドレスは PC で使用可能なメールアドレスと携帯用のメールアドレスを登録できます。 

※携帯メールはご利用のキャリアにより送信されない場合があります。 

登録情報を設定後、送信依頼ボタンをクリックしてください。 

 

正常に送信されると、「登録情報変更確認メールを送信しました」メッセージダイアログが表示されます。 

 

※パスワードに関しまして 

パスワードは 6～100 桁の半角英数の組み合わせで登録できます。 
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4.4. 変更確定画面 

登録情報変更画面で、変更依頼送信ボタンをクリックしたあと、以下のメールがメールアドレスに届き

ます。間違いがなければ、赤枠の URL をブラウザで開いてください。 

 
 

メールに記載の URL をブラウザで開くと「変更確定画面」が開きます。変更後のパスワード、新パスワ

ードを設定していない場合は、現パスワードを入力してください。 

パスワードを入力して設定ボタンをクリックすると登録が確定します。ログイン画面からログインして

ください。 
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4.5. プライバシーポリシー画面 

Web 問題集のプライバシーポリシー画面が表示されます。 
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4.6. メニュー画面 

各種演習を行うためのメニュー画面です。 

 

 

各メニューの説明は以下の通りです。 

 

4.6.1. CBT ドリル 

CBT ドリル演習を実施します。 

ドリルとは「一問一答 形式」で行う演習を指します。 

 

4.6.2. 国家試験ドリル 

国家試験ドリル演習を実施します。 

 

4.6.3. 弱点補強ドリル 

弱点補強ドリル演習を実施します。 

 

4.6.4. CBT テスト 

CBT テスト演習を実施します。 
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4.6.5. 国家試験テスト 

国家試験テスト演習を実施します。 

 

4.6.6. 弱点補強テスト 

弱点補強テスト演習を実施します。 

 

4.6.7. 大学からの課題 演習 

大学からの課題演習を行います。 

課題がない場合にはメニューが表示されません。 

また、未実施の課題がある場合には バッジ で未実施演習件数が表示されます。 

 

4.6.8. 薬ゼミからの課題 演習 

薬ゼミからの課題演習を行います。 

課題がない場合にはメニューが表示されません。 

また、未実施の課題がある場合には バッジ で未実施演習件数が表示されます。 

 

4.6.9. 情報の変更 

利用者の登録情報を変更します。 

メール通知有無・学年の変更を行うことができます。 

学年変更により演習出題問題の分類区分が切り替わります。 

 

4.6.10. 利用規約 

Web 問題集の「利用規約」を確認することができます。 

 

4.6.11. ログアウト 

 Web 問題集からログアウトします。 
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4.7. CBT ドリルの実施 

メニュー画面で「CBT ドリル」メニューをクリックします。 

分類を指定すると、選択中の分類に紐づく教材の達成率と正解率がグラフで表示されます。 

分類指定が未選択の状態の場合は、すべての分類に紐づく教材中の達成率と正解率が表示されます。 

 

 

 

 

4.7.1. 問題抽出条件の指定 

出題対象 教材問題の抽出条件を入力して「演習開始」ボタンをクリックします。 

「上記の出題条件を保存」にチェックを付けて「演習開始」ボタンをクリックした場合、指定し

た条件を記憶します。 
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4.7.2. ドリル演習の実施 

【注意事項画面】 

 

注意事項を確認の上「開始」ボタンをクリックします。 

  



11 

 

【演習画面】 

 

演習画面の各項目は以下の通りです。 

① 問題 

問題内容が表示されます。 

② 解答選択肢 

解答番号を選択してください。 

③ 付箋 

教材問題に付箋を付けておくことができます。 

問題抽出画面において「付箋を付けた問題のみ出題」する抽出条件を指定することができま

す。 
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④ 採点・解説表示 

現在の教材問題の採点を行います。 

採点・解説表示ボタンをクリックすると、問題の下に採点結果および解説が表示されます。 

 

⑤ 前の問題・次の問題 

前の問題ボタンをクリックすると１つ前の問題を表示します。 

次の問題ボタンをクリックすると次の問題を表示します。 

⑥ 演習状況一覧 

今回実施した教材問題の解答状況一覧を確認します。 

⑦ 採点・解答表示 

採点結果と解説を表示します。 

※採点結果は⑧結果を保存して終了ボタンをクリックし、演習を終了するまで保存されませ

ん。 

⑧ 結果を保存して終了 

ドリル演習成績を保存し、ドリル演習を終了します。 
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【演習状況一覧画面】 

実施中の演習の状況一覧が表示されます。 

 

再演習ボタン「→」をクリックすることで、対象教材の再演習を行うことができます。 
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【解答・解説画面】 

演習を終了すると「解答・解説画面」が表示されます。 

 

実施した教材問題の一覧、解答結果、それぞれの問題および解説が一覧表示されます。 

各問題は「∨」ボタンをクリックすることで詳細情報を確認することができます。 
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4.7.3. 科目別詳細 

画面右上の「科目別詳細」ボタンをクリックすると、科目別のドリル実施状況が表示されます。 

（画面上部）大分類ごとの達成率と正解率のレーダーチャート 

（画面下部）分類項目ごとの達成率、正解率の一覧 

青字の項目をクリックすると、その分類を選択した状態で「4.7.1. 問題抽出条件の指定」が表示

されます。 

 

をクリックすると一つ下の階層

の分類が表示されます。 

分類名称をクリックすると、検索

条件に分類がセットされます。 
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4.8. 国家試験ドリルの実施 

メニュー画面で「国家試験ドリル」メニューをクリックします。 

分類を指定すると、選択中の分類に紐づく教材の達成率と正解率がグラフで表示されます。 

分類指定が未選択の状態の場合は、すべての分類に紐づく教材中の達成率と正解率が表示されます。 

 

4.8.1. 問題抽出条件の指定 

出題対象 教材問題の抽出条件を入力して「演習開始」ボタンをクリックします。 

「上記の出題条件を保存」にチェックを付けて「演習開始」ボタンをクリックした場合、指定し

た条件を記憶します。 

※「分類指定しない」チェックと「問番号」は「上記の出題条件を保存」にチェックを付けても

記憶されません。 

 

 

① 分類指定しない 

チェックを入れると大項目～小項目例示までがロックされ、検索条件から除外されます。 

※この項目のチェック状態は画面右上の「廃棄含」「達成率」「正解率」の計算には影響し

ません。 
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② 分類 

抽出する教材の分類を指定します。分類は大項目～小項目例示までを上から順番に指定

します。「（選択してください）」と表示されている場合は、項目を特に指定していない状

態を表します。 

※分類を指定しても、①「分類指定しない」にチェックが入った場合は条件から除外さ

れます。 

③ キーワード 

入力した文字がキーワードに含まれる問題が出題対象になります。 

④ 問題種別 

チェックを入れた項目が出題対象になります。 

国試過去問については、チェックを入れると回数と問番号が指定可能になります。 

チェックが無い場合は表示がロックされ、検索条件から除外されます。 

⑤ 出題形式 

チェックを入れた項目が出題対象になります。 

⑥ 解答形式 

チェックを入れた項目が出題対象になります。 

⑦ 出題優先順位 

出題される優先順位を指定します。未回答問題と間違えた問題、どちらか 1 つ選択可能

です。 

⑧ 付箋 

チェックを入れると、前回付箋を貼った問題が出題対象になります。 

⑨ 即時演習 

この項目と「上記の出題条件を保存」にチェックを入れて「演習開始」ボタンをクリッ

クした場合、次回から問題抽出画面（当画面）を表示せずに演習開始できます。 

※メインメニューに表示される「即時演習」項目のチェックを外した場合、問題抽出画

面（当画面）を再び表示する事ができます。 

 

 

4.8.2. ドリル演習の実施 

CBT ドリル演習時と同様の画面構成となります。 

 

 

4.8.3. 科目別詳細 

CBT ドリル演習時と同様の画面構成となります。 
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4.9. 弱点補強ドリルの実施 

模試で間違えた問題・関連する問題の演習を行うことで、弱点補強を行います。 

メニュー画面で「弱点補強ドリル」メニューをクリックします。 

 

4.9.1. 問題抽出条件の指定 

出題対象の抽出条件を入力します。 

 

画面の各項目は以下の通りです。 

⑩ 出題対象範囲 

「対象 CBT 模試を選択する」「対象国試模試を選択する」から選択します。 

「対象 CBT 模試を選択する」を選択した場合： 

 模試を選択します。対象模試で「間違った問題」が出題対象の問題となります。 

「対象国試模試を選択する」を選択した場合： 

 模試を選択します。対象模試で「間違った問題」が出題対象の問題となります。 

⑪ 科目 

出題対象の教材問題の科目を選択します。 

⑫ 問題種別 

「間違った問題」： 

「①出題対象範囲 / ②科目 の条件に該当する教材問題」が出題対象となります。 

⑬ 出題数 

出題数を選択します。 

⑭ 演習開始 

指定条件で演習を開始します。 
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4.9.2. 演習画面 

CBT ドリル演習時と同様の画面構成となります。 
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4.10. CBT テストの実施 

メニュー画面で「CBT テスト」メニューをクリックします。 

分類を指定すると、選択中の分類に紐づく教材の達成率と正解率がグラフで表示されます。 

分類指定が未選択の状態の場合は、すべての分類に紐づく教材中の達成率と正解率が表示されます。 

 

 

4.10.1. 問題抽出条件の指定 

出題対象 教材問題の抽出条件を入力して「演習開始」ボタンをクリックします。 
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4.10.2. テスト演習の実施 

【注意事項画面】 

 

注意事項を確認の上「開始」ボタンをクリックします。 
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【演習画面】 

 

演習画面の各項目は以下の通りです。 

① 問題 

問題内容が表示されます。 

② 解答選択肢 

解答番号を選択してください。 

③ しおり 

教材問題にしおりを付けておくことができます。 

しおりは今回の演習内でのみ付与されます。演習終了後には記憶されません。 

④ 付箋 

教材問題に付箋を付けておくことができます。 

今回の演習内でのみ付与されます。演習終了後には記憶されません。 

⑤ テストの中断 

テストを中断します。 

中断中も制限時間のタイマーは継続しています。 

⑥ 前の問題・次の問題 

解答する教材問題を移動します。 

⑦ 演習状況一覧 

今回実施した教材問題の解答状況一覧を確認します。 

⑧ 結果を保存して終了 

テスト演習結果を保存し、演習を終了します。  
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【演習状況一覧画面】 

実施中の演習の状況一覧が表示されます。 

 
問題を選択することで演習画面に戻り、選択した問題の解答を行うことができます。 

 

【解答・解説画面】 

演習を終了すると「解答・解説画面」が表示されます。 

 

実施した教材問題の一覧、解答結果、それぞれの問題および解説が一覧表示されます。 

各問題は「∨」ボタンをクリックすることで詳細情報を確認することができます。 
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4.10.3. 科目別詳細 

画面右上の「科目別詳細」ボタンをクリックすると、科目別のドリル実施状況が表示されます。 

（画面上部）大分類ごとの達成率と正解率のレーダーチャート 

（画面下部）分類項目ごとの達成率、正解率の一覧 

青字の項目をクリックすると、その分類を選択した状態で「4.10.1. 問題抽出条件の指定」が表

示されます。 

 

をクリックすると一つ下の階層

の分類が表示されます。 

分類名称をクリックすると、検索

条件に分類がセットされます。 
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4.11. 国家試験テストの実施 

メニュー画面で「国家試験テスト」メニューをクリックします。 

※操作の流れは CBT テストと同様です。 

 

4.12. 弱点補強テスト実施 

メニュー画面で「弱点補強テスト」メニューをクリックします。 

※操作の流れは弱点補強ドリルと同様です。 
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4.13. 大学からの課題実施 

メニュー画面で「大学からの課題」メニューをクリックします。 

※所属大学の先生から課題が出されていない場合には、「大学からの課題」メニュー項目は表示されませ

ん。 

 

4.13.1. 実施する演習の選択 

課題の一覧が表示されます。 

実施する課題の「開始」ボタンをクリックします。すでに実施済みの演習は「成績」ボタンで演

習結果を確認することができます。課題の設定によっては、実施済みの演習の場合でも「成績」

ボタンが表示されないことがあります。 
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4.13.2. セクションの選択 

演習の実施対象のセクションを選択します。 

実施対象のセクション番号に該当する「演習開始」ボタンをクリックします。 

 

 

 

4.13.3. 演習実施 

CBT テストと同様の演習画面が表示されます。 

演習の設定がドリル形式の場合、CBT ドリルと同様の演習画面が表示されます。 
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4.14. 薬ゼミからの課題実施 

メニュー画面で「薬ゼミからの課題」メニューをクリックします。 

※薬ゼミから出題された課題演習を実施します。 

 

4.14.1. 実施する演習の選択 

課題の一覧が表示されます。 

実施する課題の「開始」ボタンをクリックします。すでに実施済みの演習は「成績」ボタンで演

習結果を確認することができます。課題の設定によっては、実施済みの演習の場合でも「成績」

ボタンが表示されないことがあります。 
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4.14.2. セクションの選択 

演習の実施対象のセクションを選択します。 

実施対象のセクション番号に該当する「演習開始」ボタンをクリックします。 

 

 

4.14.3. 演習実施 

CBT テストと同様の演習画面が表示されます。 

演習の設定がドリル形式の場合、CBT ドリルと同様の演習画面が表示されます。 

 


